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編集後記

「独逸文学」 60号をお届けします。
前号の記念号に多くの原稿を寄せていただいた影響でしょうか、本号は比較的博い

学会誌になりました。しかしながら本号には念願の「独逸文学」執籠要領（改正版）

を掲載することができ、この記念すべき60号（！）はこれからもしばしば参照される
ことになるでしょう。またドイツ・ペルリンから寄稿してくださった金城氏の論文は、

鴎外関係の新資料発見と関連し、 Gennanistikだけではなく、鴎外研究にも寄与する
ものと思われます。

来年度も記念号になりますので、奮ってご寄稿をお願いいたします。

絹集委員：宇佐美幸彦、柏木貴久子、工藤康弘、芝田豊彦

当学会誌の編集方針

1. 本学会誌の内容はドイツ語圏の言語・文学・文化およびドイツ語教育に関する論
文、マルジナリア、書評、翻訳、エッセイなどとし、原則として会員からの投稿と

する。ただし、福集委員会が会員以外に特別に原稿を依頼することがある。その他

に、シンポジウム報告、修士論文要旨、学生の優秀論文要旨、卒業論文題目一翌、

本学会の行事記録、前年度の会計報告を掲載する。

2. 投稿原稿の採否は編集委員会が行う。その場合、査読を編集委員以外に別に委嘱
することがある。

3. 執筆要領は別に定める。
4. 投稿希望者は予定題目とその概要を期日までに絹集委員会宛にあらかじめ提出し
なければならない。詳細は次号執箪申し込み要領を参照のこと。
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